
連盟デイリースポーツ杯予選会及び当会の5月度月例大会レポート

レポート ： 田邉

場所：徳島県鳴門市瀬戸町明神字鳴谷106-2　斎藤渡船　携帯：090-3782-0837

日時：2022年5月11日　水曜日　第707回 参加者： 松元会長、田邉 2名

　　　 2022年5月14日　土曜日　第708回 西山副会長、山田   2名

　　　 2022年5月15日　日曜日　第709回 秋山副会長、金物　 2名

 　 5月度の月例会は全日本チヌ釣り連盟が主催するデイリースポーツ杯の予選会が上記の場所及

び日時で開催され、これに合わせて行われました。

　予選会は3回に分かれて行われ当クラブからの参加者は合計6名がエントリーしました。

私は初日の5/11(水）に松元会長と参加です。

この大会の5日程前に腰痛を患い、整形外科病院で痛み止めの注射と薬を処方してもらい何とか参

加することができました。 しかし重い自家製のダンゴはよろしくないですね。　松元会長から「斎藤

渡船の土を使えば持って行くこともないのに」と言われたが、どうも手にへばりつく土がなじめません。

いつもの通り松元会長の車に同乗させてもらい8時半頃にサワムラ餌店で（夜の営業は9時まで）

ボケを購入、そして芦屋のマックス店により足らずの餌を購入し一路徳島の斎藤渡船へ、途中淡路

のサービスエリアで時間調整のため仮眠、渡船店に3時頃到着、まだ誰も来ていません。

3時半に受付開始そして筏の抽選、私は17-2番、松元会長は15番だそうです。

渡船前に連盟の山口会長の挨拶、そして松元会長の釣り大会のルール説明があり4時30分２艘の船

に分かれてそれぞれくじ引きの筏へと出船です。

今日はあいにくの雨です。少し風もあります。筏は２人で場所の選択は一番くじを引いた明石の若い

お兄さんが船着き場で教えてもらった場所を選択。私は橋が見える面の右側に座りました。

5時半釣り開始までには十分時間があるので苦手な土でダンゴ作りです。水を入れすぎてしまいトロト

ロになってしまい持参のダンゴを足し、ほど良い硬さに調整しました。

　5時30分です。まずボケ餌で様子を見ますが何の変化もありません。潮の流れもやや左に動いてい

るぐらいです。　ダンゴにアミエビやオキアミ等をあんこにして投入し、刺し餌をボケやオキアミで誘う

も成果が出ません。8時半ごろ明石のお兄さんがこんなんが釣れましたと20㎝くらいのチヌを見せてく

れました。あまりにも釣れないのでボケ餌で少し遠投をして探っていると29ｃｍのキビレが釣れました。

　ちょうど時間は9時ごろでしたがボケ餌で釣れたのは久々だったので気を良くしたところボケを入れ

ていた器を足に引掻けてしまい海中にドボンと蒔き餌にしてしまいました。

　その後オキアミ主体の釣りに切り替え10時位にダンゴは持参のものに切り替えました。

11時くらいにダンゴが効いてきたのか穂先に変化が出始めました。その中で明確な当りを合わせると

まぎれもないチヌの引きです。上がってきたのは40ｃｍ前後のチヌでした。

気を良くして3匹目をとチャレンジしましたが今度はそうはいきません。うまく合わせつもりでしたが1.5

号のハリスでは太刀打ちできません。頭を上に向かせることなく糸が音を立てながら出るばかりです。

一時的に止めることは出来ても最後はバシッと糸先がパーマネントでジエンドでした。

その正体は真鯛の大物と違うか？とのことでした。1時過ぎから何の当りもなく3時納竿となりました。

　　デイリースポーツ杯　予選会第1日目

16名参加上位5名が決勝に進出 ①岡本昌治、②浦川健一、③松川隆史、④田邉文雄

➄小濱圭治　以上5名の方で私は4位でした。

　　関西チヌ研の月例会成績

匹数優勝：田邉 　 42.5cm　、29ｃｍ　2匹

　　天候　：　昼頃まで雨、　



斎藤渡船のホームぺージより田邉の釣果42.5cm(4位）

斎藤渡船のホームぺージより予選会第1日目の釣果


